
新著を語る

今、学校では、子どもたちがタブレットパソコンを使って撮影し、プレ
ゼンテーションをしています。ゲームの世界では仮想現実が進み、その
場に存在しないもので遊んでいます。映像の読み書きが必要な時代にな
りました。しかし、子どもは映像をどれくらいわかっているのでしょう。
テレビを例に、なぜ乳幼児はテレビに近づくのか、なぜ平らな画面を立
体に見ることができるのかという基本から、児童のアニメ理解や秘密道
具の理解について話します。テレビは簡単で、誰でもわかると思われて
いたのですが、じつは、子どもはとんでもない間違いをしています。子
どもの事例を見ながら、子育てや教育の楽しさを味わってほしいと思い
ます。

村野井均著
『子どもはテレビをどう見るか-
テレビ理解の心理学-』

入場無料、申し込み不要、どなたでもご参加
いただけます。

［日時］2017年6月10日（土）15時30分～17時
［講師］村野井 均（茨城大学教育学部教授）
［会場］茨城大学図書館本館３階

ライブラリーホール
［内容］「子どものテレビの見方

－間違いながら理解する姿を通して－」
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